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２ 研究実践 （３）研究授業

【10時間目】 ライフプランの考察

【学習目標】 ４人のストーリーシートを考察し、まとめる。
ライフプラン実現のために大切なことは何か考える。

【学習活動】 事例研究（資料の考察）
考察のまとめ、グループ発表（MetaMoJi）

２ 研究実践 （３）研究授業

研究授業のねらい①
４人のストーリーシート（家族構成、今のライフプラン、悩み、資料）を
考察し、様々な生き方があることやそれに伴う生活課題に気付かせ、
自分のライフプラン実現について考えさせる。

『わたしの未来の拓き方』
広島県教育委員会より

研究③

学習活動の工夫

２ 研究実践 （３）研究授業

研究授業のねらい②
MetaMoJiを使って、学習効果を向上させる。
・グループ学習ノート、個人学習ノートを使い分け一人一人が主体的に
取り組めるようにする。
・意見の共有が効率よくできるようにする。

研究③学習方法

ICT活用

２ 研究実践

【生徒の記述例】
MetaMoJiグループ学習でのまとめ

多くの生徒が、事例の人物のストーリー
シートから、生活課題を理解し、その解決
法についてまとめることができた。

評価A 評価B 評価C

５７％ ３７％ ６％

実践報告

研究①目指す生徒像

生活課題に対応する力
多様な生き方、価値観

研究③学習方法

ICT活用

２ 研究実践 （３）研究授業

【生徒の記述例】MetaMoJi 個別学習でのまとめ

・自分が実現させたいライフプランを明確にして必要な情報を集めた
り、きちんと計画を立てることが大切。相談できる場所や国の支援を
知っておくことが大切。積極的な行動も必要。【評価A】

・家族やパートナーと話し合うことが大切。話し合う機会を作って、自
分の主張もしつつ、相手の意見も尊重し、お互いのしたいことを応援
できるような環境を作ることが大切。【評価A】

・夢をかなえるためにはお金も必要。きちんと就職するために、今から
しっかり勉強したり資格を取ったりしたい。【評価B】

問 『自分のライフプランを実現させ、自分らしく人生を切り
開いていくために大切だと思ったことは？』

実践報告

評価A 評価B 評価C

４１％ ５６％ ３％

研究①目指す生徒像

生涯を見通す力
人や社会との関わり
生活課題に対応
する力

研究③学習方法

ICT活用

２ 研究実践 （３）研究授業

研究授業を終えて

成果

・ストーリーシートの担当を決めたこ
とで一人一人が責任をもって主体
的に取り組むことができた
・事例の人物の生活課題について、
資料などから各自が問題解決の
方法について考えることができた
・他の生徒のまとめや意見を効率よ
く共有することができた
・生徒のタブレット操作がスムーズ
に行えていた

課題

・時間が足りず、まとめが十分にで
きない生徒もいた
・十分な時間があれば、解決策につ
いてネットで調べることもできた
り、社会保障制度などについても
触れられたのではないか
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２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

本校の家庭科授業でのICT機器の活用

・毎時パワーポイント、もしくはMetaMoJiを使用
・授業の内容に応じた動画の視聴
（DVD、学習コンテンツ、政府インターネットTV、自治体の動画）
・MetaMoJiで資料の配布
・MetaMoJi個別学習ノート、グループ学習ノート、一斉学習ノート
の活用
・Web授業の実施
・スタディサプリで生徒へ連絡（テスト範囲、提出課題の連絡）
・Microsoft Formsでアンケート、自己評価の実施
・被服実習時に裁縫の動画再生

『家庭科の授業でICT機器の活用について』アンケート実施結果

意欲的に取り組

める

60%

変わらない

39%

意欲的に取り

組めない

1%

タブレットを使った授業について

２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

『家庭科の授業でICT機器の活用について』アンケート実施結果

わかりやすい

88%

黒板と変

わらない

12%

わかりにくい

0%

パワーポイントによる説明は？

パワーポイントの説明で困ったことは？

・後ろの側の席の人が文字が見にくい点
・機材トラブルで授業が止まることがある
・たまにプリントに書くスピードが間に合
わない時がある
・書き終わってなくても進んでしまう

２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

『家庭科の授業でICT機器の活用について』アンケート実施結果

テスト勉強にタブレットに保存し
たデータを使用したか？

２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

使った

43%

使っていない

57%

もっと多く

使ってほしい

60%

今のままで

よい

40%

あまり使ってほしくない

0%

授業でICT機器を使うことについて

タブレット（MetaMoJi）使用で調べ学習 考えをまとめる学習 意見交流を実施

『家庭科の授業でICT機器の活用について』アンケート実施結果

２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

ICT機器を使った授業に対する生徒の考え【生徒の回答】

好意的な意見

・ワークシートに記入するだけの授業より
楽しくできる気がする。
・テスト前にデータを見返すことができて
良い。
・わからないことをすぐに調べられて便利。
・意見交流がしやすい。
・手書きだと時間がかかる場合もあるの
でタブレットの方がよい。
・ICT機器の使い方が覚えられる。

課題

・見返しは紙の方が良い。
・バッテリーが無いと心配。
・あまり差を感じない。
・回線を早くしてほしい。
・ゲームなどやる人がいる。
・アクセスできず授業が遅れるときがある。
・すべてICT機器を利用しなくてもよい。

２ 研究実践 （４）ICT機器の活用について

ICT機器を使用した授業実践・生徒アンケート結果を踏まえて

良い点
・生徒が主体的に取り組める
・生徒の意欲向上
・授業効率のアップ
・ペーパーレス
・意見交流の効率化
・データの振り返り
・クラスごとの伝え間違えの防止

課題
・機器・回線トラブル時の授業
の中断
・記憶の定着
・紙での学習を希望する生徒
・授業規律

ICT機器の活用はメリットが多い
課題解決を意識しつつ、活用法を継続して研究
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３ まとめと今後の展望

成果

研究①

目指す生徒像

研究②

学習内容の検討

研究③

学習活動の工夫

目指す姿を明確にすることで、授業の重点を絞りやすくなった

従来の学習内容に限らず、現在の社会問題や新しい語句も取り扱
うことで、生徒が身近に感じられる教材等の工夫ができた

アクティブラーニングやICT機器の活用で効率よく、生徒が主
体的に学べる工夫ができた

３ まとめと今後の展望

【単元終了後の生徒の記述】

家族、生き
方の多様化
社会問題に
関する記述

男女共同や
ワークライフ
バランスに
関する記述

３ まとめと今後の展望

【単元終了後の生徒の記述】

将来を見通
すことに関
する記述

社会問題を
自分ごととし
て考える記述

３ まとめと今後の展望

成果

・生徒の単元のまとめの記述からは、
多様な生き方や価値観、他者との関わ
りの重要性、将来を見通すことの大切さ、
男女共同などについての記述が多く、考
えを深めることができたようだ。

課題

・「自分の夢をかなえるために現在努力し
ているか」「結婚や出産で働き方を変え
たいか」など、事前、事後アンケートで差
がみられなかった。
・授業は、「考えさせるきっかけづくり」「考
える時間」で終わるのではなく、考えたこ
とを生徒に定着させ、変容させていく必
要がある。
・授業以外での実生活と結びつけること、
継続した取り組みが大切。

単元を終えて

目指す生徒像

３ まとめと今後の展望

・アクティブラーニングを取り入れた授業の工夫
・ICT機器を活用した学習効率を上げる授業の工夫
・授業と実生活を結びつける取り組み
・新学習指導要領（令和４年度から年次進行実施）に向け
て評価方法の検討と評価規準作成
・外部講師やカリキュラムマネジメントを踏まえた他教科と
の連携

今後の展望


